




































































































































































































































































































































































































































































































































































































即ち、新全集は底本の「みやさき、いわとのさきといふうらにつきて、 」の「みやさき」の下に「の」を補い、 「宮崎（という地域の中）の岩戸の埼といふ浦」の意にしている。この後、 「越後の国へ」出た、 （今で言う、 新潟県に入った、 ）と う記述がある以上、 岩戸の埼は、越中（今で言う、富山県） 中 なければならず、だとすれば、越中最東の村である宮崎（今で言う、朝日町宮崎 の中にある、と考えるのは、一応、妥当である。ところが、新全集の下段訳は、
……宮崎を経て、岩戸の埼という浦に着き、……











































で通夜して、 翌朝舟で最上川をさかのぼり、 途中「白糸の滝」 「鎧の明神」 「兜の明神」 「高屋の瀬」 「みるたから」 「たけくらべ すぎ」「矢向の大明神」を眺めて「合川の津」に着き、ここで、南下して「宮城野の原」 「つつじが岡」 「千賀の塩釜」をたずねるべきか、「亀割山」を越えて、 「室の里」 「姉羽の松」へ出るべきかと迷うが、日程を三日短縮できるからというので、 「亀割山」経由をえらぶことにして、その夜は「さきのふのにいた」に宿泊するというので る。千字にも及ぶ長文である。その中に出てくる地名の多くは現存してい 道順もいたって順当である。ことに、最上川沿岸 地理 叙述は詳細・正確で、 地を実際 旅 た体験が踏まえられているのではないかというような憶測さえ抱かされるほどである。 「さきのふのにいた」は 流布本に省かれている地名だが、 『塩釜大明神の御本地』に 女主人公のさわらび姫が、流離の果て鮭延郡亀割山に至った由 述べ い また亀割山北麓に発して本合海（昔の「合川の津」 ）に注ぐ新田川な 川がある。これらのことから、 「さき ふ にいた」とは、すなわち「鮭延の新田」であろうと思われ 。


































りたまへば、にはかに御さんの御心ちあり。十郎権のかみ心ぐるしくて（田中本下一一一頁）第二系列本では、この長い傍線部分（第一系列本の、清川周辺 ら「さきのふのにいた」までの記述――田村注）が、ひとつのまとまりを成したま で、完全に欠落している。そしてその代 に、圏点を付した二十字余りの短文「さてせなみ山、ちかの塩がま、松嶋、 あねはの松御らんじて」 が存している。しか 、 この短文はおよそ荒唐無稽なものである。 せなみ山」 は架空の地名であろう。「羽黒山」の麓からにわかに「千賀の塩釜」にやってくるのからして腑に落ちないが、 さらに奇怪なのは、 「千賀の塩釜」 「松島」 「姉歯の松」など陸奥の国の名所を御覧じた上で、出羽の国 「亀割山」にかかったとしてい ことで ろう。もしこの通りならば、平泉に近い姉歯の松から、山ま 山の悪路をわざわざ二十里もまわり道して亀割山頂にいたり、そこで不自由きわまる出産をすませ、ふたたび平泉めざして取ってかえすということ なる。　
やはり、傍線部分を削除した痕跡をかくすために、思いつきの地名を並べたまでのことと見るほかあるまい。耳慣れぬ地名を数














人を宿泊させる気になって たが、二郎の妻の通報もあって、大津の街の第一権力者である山科左衛門の耳には、山伏集団は実は義経主従であるとの情報が入る。山科左衛門が義経捕縛に動くことは誰しも予想するところであり、大津二郎は、そもそも本当に義経主従なのか、それとも、やはり本人たちが言う通り山伏集団なのかわからぬまま、いずれにせよ義経主従と疑われている以上 宿泊を中止し夕方 うちに琵琶湖を北上したほうが良い、と十数人に勧める。その件りが は次の通りである。
【橘本】……きやくそうたちの御中に御ふねに心えさせ給ひて候ゝいそき御出候へと申けるへんけい申けるは身にあやまりたる事ハ候ねともさやうに所にわつらひ候んするにはとりをかれまいらせ候てハ日かすものひ候んすさ候ゝいとま申てとていて給ひけれは（六〇七頁）
同じ第一系列本を底本とした大系の釈文は、【国会図書館支部東洋文庫蔵十二行木活字本を底本とした大系『義経記』の釈文】















































































のではないか。我々が捕縛されても、義経 いう方ではないのだから、いずれ釈放されるであろう、しかし、その間何日か、大津に足止めされては目的地に着くのが遅 ることになるから困る、 弁慶とは異なる理由で、夕方のうちに大津家を発つ意向を示したのである。そもそも、話し手が途中で変わらずずっ 弁慶の言葉だとしたら、その詞が「とて、出で給ひければ」で結ばれるのが気にかかる。やはり、話し手が途中から、為手尊敬 敬語を用いられ にふさわ い人物に変わった、というほうが自然である。
以上の私見を釈文の形で示せば、【橘本】「……客僧たちの御中に御船に心得させ給ひて候はば、急ぎ御出で候へ」と申しける。弁慶、申しけるは、 「身に誤りたることは候はねども、さやうに所にわづらひ候はむずるには」 。 「取り置かれ参らせ候はば、日数も延び候はむず。さ候はば、暇申して」とて、出で給ひければ、
である。






























































田中本の「かひとのばら」を新全集は「甲斐の殿ばら」と校訂しているのである（次に挙げる岩瀬文庫本も、 「かい」の下に「の」がない点が田中本と同じい）が、 「の」の有無は動き易いこ でもあるし、妥当な処置であろう。







【岩瀬文庫本】うきしまかはらにつきにけり御さうしハ兵衛のすけ殿のちんのまへ三ちやうはかりひきのきてちんをしハらくいきをそやすめられけるすけ殿これを見給ひてこゝにしらはたしろしるしにてきよけなるむしやの五六十きハかりに 見えたる たれなるらんおほつかなく候しなのゝ人々ハきそにしたかひてとゝまりぬかいとのはらハこちんなりいかなる人そけミやうしちミやうをたつねてまいれとてほりのや太郎をつかひ ておなしくいゑのこらうとうをくそくしてまいる
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ところが、第一系列では、橘本は、【橘本】うきしまかハらにつきにけり九郎御さうしはひやうゑのすけ殿のちんにまへ三ちやうハ り の てちんをとり らくいきを







































































岐坊が、山伏集団の新参者（加賀の白山から山伏集団に加わったことになっている）を扇で容赦なく叩くのを見て、義経に忠実であることが知られている弁慶ならこんな事をするはずがないと思った、つまり芝居にだまされたのか、それとも、叩かれ いるのが義経あると言い続けると つまでも弁慶が叩き続け 、それはかわいそうで見ていられないからだまされたふりをしようと思ったのか
11、





かんどりは、前に乗せ奉りて申しけるは、 「さらば、はや、船賃なしてこえ給へ」と言へば、 「いつのならひに羽黒山伏の船賃成しけるぞ」と言ひければ、 「日頃取りたる事はなけれども 御辺のあまり放逸におはすれば、取て渡さむずれ」とて船を押さへて出ださず。弁慶、 「和殿、かやうに我らに当たらば、出羽の国へ一年二年のうちに来たらぬ事はよもあらじ、酒田 湊と言ふは、この幼き人の父、酒田二郎殿の領なり、只今当たり返さむずるものを」とぞ威しける。されども、権守、 「何とも宣へ、船賃取らではえこそ渡すまじけれ」とて支へければ 弁慶、 「いにしへ、取 れたる例はなけれども、この僧、僻事したるに拠つて取らるるござんなれ。さらば、そ 賜び候 」とて北の方の着給へる 帷の尋常な を脱がせ奉り 渡守にぞ取らせけ 。権守、是を取つて申しけるは、 「法に任せて取りては候へども、あの御坊のいとほしけ ば、参らせむ」と 判官にぞ奉りける。武蔵坊、是を見て、片岡が袖を引 て、 「をこがましや。ただ我 それも同じことぞ」とささやきける。　
かくて六動寺を越えて、奈呉の林をさして、歩み給ひけり。武蔵坊、忘れむとすれど、忘られず。走り寄りて、判官の御袂に取









































































弱者であることは見抜いていたはずである。その経済的な弱者から、船賃を取り立てようとした。ところが、それが山伏集団の先達であれ、弁慶であれ、夜暗い所では身長三メートルにも見えてしまう男でしかもいかめしい形相を も に威され、その後も「あまりに言ひ立てられて」 、船賃を取らぬまま新湊市側に渡 て まう である。 「強きを助け、弱気 挫く」 典型である。
第一系列本の平権守は、身長三メートルのいかめしい男の威しに屈服せず、船賃として北の方のきれいな着物を奪い取った後、優し

















当時はあらちの山と申し候ふ」と仰せければ、 「面白や。昔はあらしいの山と言ひけるを、 何とて、 又、 あらちの山とは名付けけむ」と宣へば、 「この山は余りに岩石にて候ふ程に、東より都に上り、都より東へ下る者の足を踏み損じて血を流すあひだ、あら血山とは申しけるなり」と仰せられければ、武蔵坊、これを聞きて、 「あはれ、これ程跡が無きことを仰せ候ふ御ことは候はず。人の足より血を踏みたらせば てあ 血の山と申し はむ 日本国の岩石ならむ山のあら血の山ならざらむ所は、よも、候はじ。この山の案内 弁慶こそよく知り 候へ」と申せば、判官 「それ程知りたらば 知らぬ義経に言はせむよりも、など疾くより 申さざりけるぞ」 。 「弁慶 申し候はむ するところを君のさいぎりて仰せ候へ いかで弁慶申し候ふべき。この山をあら血の山と申す事は、加賀の国に下白山に女体后 竜宮の宮 ておは まし候ひけるが志賀の都にして唐崎の明神に見え初め れ参らせ給ひて、年月を送 給ひける 、懐妊、既にそ 月近く成り給ひしかば 同じくは、王子にてもおはしませ、我が国にて誕生あるべし」とて、 加賀の国へ下り給ひける程に、 この山の禅定にて、 にはかに御腹の気付き給ひけるを、 明神、 『御産、 近付きたるにこそ』とて御腰を抱き参らせ給ひた ければ、御産成りてけり。その時、産のあら血をこぼさせ給ひける よつてこそあら血の山とは申し候へ。さてこそ あ しいの山、あら の山の謂れ知 れ候へ」と申しければ、判官、 「義経はかくこそ知りたれ」とて笑ひ給ひ、 （六一四～六一六頁）
国会図書館支部東洋文庫蔵十二行木活字本を底本とした大系の釈文も、右とほとんど違いがない。即ち、第一系列 内部での異同はほ




















助動詞「たり」 」は、 「たり」の職能が存在・継続である場合は、 「そんなこと、言われなくても、知っていたよ」
という意味になり、文脈に拠っては、話題提供者に対して「俺が勝利した」という口吻を含むこともある。 「たり」の職能が完了である場合は、 「初耳だ。いいことを教えてくれてありがとう」とい 気持ちを伝える詞であり、話題提供者の博学を讃え、その勝利を認めることに成る。



















勿論、 義経は、 弁慶に教えられる迄は愛発山 地名の由来は知らなかったのであるが、 あくまで、 冗談で、 「そんなこと、 言われなくても、




























































































ここで弁慶の詞を額面通りに取ると、 彼は自分を孔子と同じだと位置付けていることになる。吉野周辺の川を渡り損ねて、 溺れかかり、危うく伊勢三郎に命 救われたくせに威張るような発言は、誠に鼻持ちならない。しかし、苦し紛れの冗談として受け止めれば、そうした気の置けない義経と義経家臣団との関係を伝えていて、読者も微笑ましく感じるのではなかろうか。言うまでもなく、同じ年の梅雨明けの頃、出羽国の亀割山で北の方が出産をする、その際、妊婦の腰を抱くという産婆 仕事を男性がしおおせた点でも山の頂上近くでの出産とい 点でも関連があるのであるが、この時既に北の方は妊娠に気づいており、夫 愛の力で無事出産を終えた逸話を披露して れたことは義経も心から嬉しく思い、 縁起良く感じたであろうが、 素直 「 いことを教えてくれてありがとう」と言っ しまっては、かえって、他人行儀になってしまうのである。
愛発山の義経も、 もし彼が学者だとしたら、 他の人の論文や学会発表で教えられたことを恰も前から知っていたかのような顔をする、
学者とし 最もいけない者だ うことに成ってしまうが、これは、あまり も明らかに嘘だとわかる発言であるので、私はそれなりに優れた冗談として評価し い。負け惜しみを言う者は、普通 負け惜しみだとわからないよう 勝った者にあれこれ別 点 難癖を付けるものである。義経は、あまりにも明らかに負け惜 みと分か 形で負け惜しみを言って る。
この場面、第二系列本では、次のようである。【田中本を底本とした新全集】


















































































































岩瀬文庫本の引用は、 愛知県西尾市岩瀬文庫から取り寄せた はう官物語」二冊目の複製（通行本で言うと 『義経記』 三から巻四までに当たる。但し、岩瀬文庫本の場合、巻四の後ろの三分の一程が欠落）に拠る。
11　
越中の権守に限らず、 巻七で義経主従が通った道筋 人々は、 義経主従だとうすうす気付いて、 自分たちの地に長期滞在させるわけに 行かないが、かと言って 迂闊に捕縛しようとしたり殺害したりするとそれも面倒だとい 心理だったのではないか、と思う。平権守も最終的には通過させる心づもりだったのではないか。しかし、最終的に、義経が東に進むことができたとしても、その前にあまりに痛い目に遭う は、かわいそうだという気持ちになったのだと思う。
12　『義経記と後期軍記』七五頁。
13　『義経記と後期軍記』八〇～八一頁。
［付記］
　
複製の労を煩わせた西尾市岩瀬文庫御当局に心より御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　
[ 平成二九年三月二九日提出
]
－ 289 －
